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2018 年 4月
創立 30 年を
迎 え ま す

「サバだしラーメン」開発の石原ゼミ

地域の食材をブランド化

宮
城
県

石
巻
市

大
賞
ダ
ブ
ル
受
賞

　
産
学
・
異
業
種
連
携
を
テ
ー
マ
に
「
石
巻
・
飯
野

川
発
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
の
商
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
経
営
学
部
・
石
原
慎
士
ゼ
ミ
が
、
宮

城
県
の
「
食
材
王
国
み
や
ぎ
推
進
優
良
活
動
表
彰
ブ

ラ
ン
ド
化
部
門
大
賞
」
と
、
石
巻
市
の
「
い
し
の
ま

き
大
賞
」
の
２
つ
の
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
食
材
王
国
み
や
ぎ
推
進

優
良
活
動
表
彰
」
は
、
宮
城

県
が
推
進
す
る
『
食
材
王
国

み
や
ぎ
』
で
先
導
的
・
模
範

的
な
取
り
組
み
を
行
う
企
業

な
ど
に
贈
ら
れ
る
。
今
年
度

は
ブ
ラ
ン
ド
化
部
門
で
大
賞

２
組
・
特
別
賞
１
組
、
地
産

地
消
部
門
で
特
別
賞
３
組
が

選
ば
れ
た
。

　
石
原
ゼ
ミ
は
、
支
援
し
て

き
た
河
北
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
「
な
つ
か
し
の
町
・
飯
野

川
」、
石
巻
地
域
産
学
・
異

業
種
連
携
開
発
研
究
会
と
共

同
で
受
賞
。
サ
バ
だ
し
ラ
ー

メ
ン
な
ど
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
飯
野
川
地
区
の
特
徴
を

生
か
し
た
商
品
開
発
の
実
績

が
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

貢
献
し
た
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　
２
月
３
日
、
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「『
食

材
王
国
み
や
ぎ
』
推
進
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
第
７
回

大
会
」
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

同
大
会
で
は
展
示
と
試
食
も

あ
り
、
ゼ
ミ
生
ら
８
人
が
商

品
の
特
徴
を
説
明
し
た
。

　
石
巻
商
工
会
議
所
が
主
催

す
る
「
い
し
の
ま
き
大
賞
」

は
、
石
巻
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
団
体
・
個
人
な
ど
に
贈
ら

れ
る
。
９
回
目
の
今
回
は
、

３
団
体
・
２
個
人
が
大
賞
に

選
ば
れ
た
。
石
巻
市
新
年
賀

詞
交
歓
会
（
１
月
５
日
、
石

巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
石
原
ゼ
ミ
は
「
サ
バ
だ
し

ラ
ー
メ
ン
」
に
加
え
、
新
た

に
石
巻
市
と
鳥
取
県
境
港
市

の
企
業
を
つ
な
ぎ
、「
カ
ニ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
の
商
品
化

に
携
わ
っ
た
。

　
藤
原
優
真
ゼ
ミ
長
（
経
営

４
・
岩
手
県
専
大
北
上
高
）

は
「
今
回
、
２
つ
の
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
の
た
め
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
ゼ
ミ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
し
て
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
先
輩

の
活
動
を
引
き
継
い
だ
よ
う

に
、
後
輩
に
も
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

▶
　「
い
し
の
ま
き
大
賞
」の
表
彰
を

受
け
る
藤
原
ゼ
ミ
長
（
石
巻
市

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
）

進
路
支
援
行
事

　
本
格
的
な
就
職
活
動
開
始

を
控
え
、
３
年
次
生
を
対
象

と
し
た
進
路
支
援
行
事
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
３
月
の
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
」（
石
巻
専
修
大
学

主
催
合
同
企
業
説
明
会
）
に

向
け
た
準
備
セ
ミ
ナ
ー
が
１

月
21
日
、
森
口
記
念
館
で
実

施
さ
れ
た

写
真
。
約
２
０

０
人
が
参
加
し
、
合
同
企
業

説
明
会
の
参
加
の
仕
方
や
活

用
方
法
が
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、
参
加
企
業
に
関
す
る
資

料
や
訪
問
カ
ー
ド
な
ど
が
配

布
さ
れ
た
。

【
今
後
開
催
さ
れ
る
進
路
支

援
行
事
】

▽
就
活
直
前
セ
ミ
ナ
ー
④
〜

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
〜

　
個
人
面
接
や
集
団
面
接
で

の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
、

面
接
で
の
立
ち
居
振
る
舞
い

を
学
ぶ
。

　
２
月
24
日
（
水
）
13
時
30

分
〜
15
時
、
５
号
館
２
階
Ｍ

Ｍ
教
室
。

▽
就
活
直
前
セ
ミ
ナ
ー
⑤
〜

再
確
認
！
　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
の
基
本
〜

　
就
活
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
と
リ
ク
ル
ー
ト
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
再
確
認
す
る
。

終
了
後
、
希
望
者
は
履
歴
書

用
証
明
写
真
を
撮
影
す
る
。

　
２
月
25
日
（
木
）
13
時
30

分
〜
15
時
、４
１
０
１
教
室
。

▽
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
石
巻
専
修
大
学
主
催
合
同

企
業
説
明
会
）

　
石
巻
専
大
生
の
採
用
に
積

極
的
な
企
業
が
参
加
す
る
合

同
企
業
説
明
会
。

　
第
１
回
（
３
月
１
日
・

火
）、
第
２
回
（
３
月
２
日

・
水
）
は
仙
台
市
青
葉
区
の

「
仙
台
ア
エ
ル
５
階
多
目
的

ホ
ー
ル
」
で
、
第
３
回
（
３

月
24
日
・
木
）
は
石
巻
市
の

「
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
２

階
天
翔
の
間
」
で
実
施
。
時

間
は
い
ず
れ
も
13
〜
17
時
。

　
１
月
22
日
、
理
工
学
部
機

械
工
学
科
の
１
年
次
生
が
履

修
す
る
専
門
科
目
「
工
作
実

習
Ⅱ
」（
担
当

水
野
純
准

教
授
）
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
学

生
た
ち
は
自
作
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
を
操
作
し
て
、
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
る
と
と
も
に
、

も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
体

験
し
た
。

　
同
科
目
は
実
習
を
通
し
て

機
械
工
作
の
技
術
の
向
上
を

図
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
授
業
で
、
締
め
く
く
り

と
し
て
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
た
。
競
技
は
時
間

内
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
相
手

ゴ
ー
ル
に
入
れ
た
数
を
競
う

も
の
で
、
学
生
た
ち
は
４
、

５
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
約

２
カ
月
か
け
て
ロ
ボ
ッ
ト
の

設
計
や
製
作
に
取
り
組
ん

だ
。

　
優
勝
し
た
の
は
佐
藤
俊と

し

瑛あ
き

さ
ん
（
秋
田
県
御
所
野

学
院
高
）、
羽
澤
勇
樹
さ
ん

（
秋
田
県
大
館
鳳
鳴
高
）、

福
田
崚
さ
ん
（
福
島
県
相
馬

高
）、
村
上
聖

さ
と
る

さ
ん
（
岩
手

県
高
田
高
）
の
チ
ー
ム
。
４

人
は
「
製
作
で
工
夫
し
た
点

は
、
後
ろ
側
に
ボ
ー
ル
を
乗

せ
、
傾
け
て
相
手
側
に
落
と

す
と
こ
ろ
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
予

想
ど
お
り
に
動
か
な
い
こ
と

も
あ
り
、
先
生
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
改
良
し
、

問
題
が
解
決
で
き
た
。
試
合

で
は
攻
撃
用
、
守
備
用
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
役
割
を
分
担
し
た

こ
と
が
勝
因
だ
と
思
う
。
今

後
は
授
業
で
学
ん
だ
も
の
づ

く
り
の
技
術
を
生
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
水
野
准
教
授
は
「
学
生
た

ち
は
課
題
達
成
に
向
け
て
チ

ー
ム
内
で
の
積
極
性
、
協
調

性
や
役
割
分
担
に
対
す
る
責

任
な
ど
を
自
覚
し
、
製
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今

年
度
で
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
の
担

当
は
２
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
学
生
た
ち
の
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
む
姿
勢
は
真
剣

で
、
発
想
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
の
成
長
の
早
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
す
」
と
学
生
を
た
た

え
た
。

４
年
次
生
３
人
が 

就
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　
就
職
活
動
を
終
え
、
内
定

を
勝
ち
取
っ
た
４
年
次
生
３

人
が
、
学
生
就
職
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
３
年
次
生
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
次

の
と
お
り
（
氏
名
に
続
き
①

内
定
先
・
職
種
②
就
職
活
動

し
た
業
種
）
。

◆
伊
藤
健
太
さ
ん
（
理
工
・

宮
城
県
仙
台
育
英
学
園
高
）

①
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
㈱
（
エ

ン
ジ
ニ
ア
）
②
自
動
車
関
連

な
ど

◆
藤
原
優
真
さ
ん
（
経
営
・

岩
手
県
専
大
北
上
高
）

①
北
上
信
用
金
庫
（
総
合
職
）

②
観
光
、
広
告
代
理
店
、
金

融
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

◆
阿
部
里
紗
さ
ん
（
経
営
・

宮
城
県
石
巻
西
高
）

①
石
巻
信
用
金
庫
（
総
合
職
）

②
公
務
員
、
金
融

※
担
当
曜
日
は
月

伊
藤
さ

ん
、
水

藤
原
さ
ん
、
金

阿
部
さ
ん
で
、
14
〜
16
時
、

就
職
資
料
室
で
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
進
路
決
定

や
自
己
分
析
な
ど
、
就
職
活

動
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

に
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
伝

え
て
い
ま
す
」
と
サ
ポ
ー
タ

ー
の
役
割
を
説
明
し
、
藤
原

さ
ん
は
「
ウ
ェ
ブ
を
利
用
し

て
企
業
研
究
を
進
め
る
の
は

い
い
が
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

と
違
う
こ
と
も
多
い
。
３
月

の
合
同
企
業
説
明
会
で
直

接
、
企
業
の
方
の
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
助
言
し
た
。

　
　
２
０
１
５（
平
27
）年
度
の
学
位
記
授
与
式
（
卒
業
式
）

を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
式
終
了
後
に
は
、
卒
業
生
の

旅
立
ち
を
祝
う
「
卒
業
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
各

種
飲
食
物
も
用
意
。移
動
に
は
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
学
位
記
授
与
式
（
学
部
・
大
学
院
）

日
時
‥
３
月
20
日
（
日
）　
10
時
30
分
開
式

会
場
‥
本
学
体
育
館

●
卒
業
を
祝
う
会
（
同
窓
会
・
育
友
会
共
催
）

日
時
‥
同
日
14
時

会
場
‥
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
石
巻
市
千
石
町
２
｜
10
）

▲　アドバイスする伊藤さん（中央）

地
域
連
携
協
力 

推
進
会
議
開
く

　
石
巻
市
と
石
巻
専
大
が
連

携
協
力
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
す
「
石
巻
地
域
連
携
協
力

推
進
会
議
」
が
12
月
25
日
、

本
学
で
開
か
れ
、
協
力
体
制

を
さ
ら
に
強
め
、
継
続
的
に

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
会
議
で
は
、
経
営
学
部
の

李イ

東ド
ン

勲フ
ン

准
教
授
と
益
満
環

た
ま
き

准

教
授
が
、
共
創
研
究
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
て
い
る
今
年
度

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
概

要
と
目
的
を
説
明
。
本
学
か

ら
は
併
せ
て
、
大
学
開
放
セ

ン
タ
ー
の
活
動
も
紹
介
し

た
。
市
側
か
ら
は
政
策
的
課

題
が
報
告
さ
れ
、
具
体
的
な

連
携
協
力
の
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

圏
域
首
長
・
議
長 

懇
談
会
を
開
催

　
公
益
財
団
法
人
石
巻
地
域

高
等
教
育
事
業
団
が
主
催
す

る
「
石
巻
専
修
大
学
と
圏
域

首
長
・
議
長
懇
談
会
」が
１
月

８
日
に
開
催
さ
れ
た
。
石
巻

圏
域
（
石
巻
市
、東
松
島
市
、

女
川
町
）
の
自
治
体
の
市
長

・
町
長
・
議
会
議
長
が
一
堂
に

会
し
、
本
学
と
地
域
自
治
体

と
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
本
学
か
ら
は
坂
田
隆
学
長

を
は
じ
め
、
各
学
部
長
ら
が

出
席
し
、
大
学
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
首

長
・
議
長
か
ら
は
大
学
と
の

連
携
に
期
待
す
る
意
見
が
出

さ
れ
た
。

15
年
度
学
位
記
授
与
式
ご
案
内

▶
　
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
提
供
す

る
ゼ
ミ
生
（
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
）

機
械
工
学
科
で
ロ
ボ
コ
ン▲　真剣な表情でロボットを操作する学生たち

ものづくりの
面白さを体験


